
2015年2月7日(土)2015年2月7日(土)2015年2月7日(土)
（公財） がん研究会 がん研究所
 吉田富三記念講堂 （170人収容）

超高齢化社会をむかえる日本では、がんは年々増加し、二
人に一人ががんになり、三人に一人はがんでなくなるほどに
なった。がんは健康問題にとどまらず、経済問題を含め、今
や大きな社会的課題であるが、がんは「予防」により大きく
減らせることが諸外国で示されている。その予防の姿勢を
身につけるには、子ども時代での教育が重要だが、なかな
か進まないのが現状だ。学校の先生は多忙で、一人でがん
を教えるのは難しい。そこをどうやって乗り越えていくか、
みんなで考えて行こう。子どもの未来と国の将来のために。

主催： UICC日本委員会・日本対がん協会
後援： 文部科学省、厚生労働省、
 日本癌学会、日本癌治療学会、
 日本小児血液・がん学会、
 日本小児科学会、日本学校保健会
 

応募締切 （裏面参照）
2015年1月24日

一般の
方歓迎

小学生のがん教育 ： バリアとその克服
－“小学生からのがん教育を考える会”の討議から－

がん教育の社会的重要性
小学生のがん教育とは－“小学生からのがん教育を
考える会”の討議から－

がん教育 ： 大きくなってからでは遅い
がん教育 ： 文部科学省の検討状況を踏まえて 
豊島区教育委員会の取組み
海外のがん教育の現状と我が国への示唆
小児がん患者とがん教育　

西山　正彦 群馬大学病態腫瘍薬理学  教授
日本癌治療学会 理事長

文科省「がん教育」の在り方に関する検討会  座長
日本子ども家庭総合研究所  所長

がん研有明病院  院長、がん対策推進協議会  会長
日本医学会  副理事長

がん研究所  名誉所長
UICC日本委員会  委員長

野田　哲生 望月友美子

小学生のがん教育を考える

中川原　章　佐賀県医療センター好生館  理事長

望月友美子

細山　貴信　東京都豊島区教育委員会  統括指導主事
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がん研究会がん研究所  所長
日本癌学会  理事長

植田　誠治 聖心女子大学文学部教授、日本学校保健会「がんに関する検討委員会」  委員長
文部科学省「がん教育」の在り方に関する検討会  委員

国立がん研究センターがん対策情報センター
たばこ政策研究部  部長

国立がん研究センターがん対策情報センター
たばこ政策研究部  部長

● りんかい線　国際展示場駅へは
　新木場駅より：5分／大井町駅より：10分
　大崎駅より：13分／天王洲アイル駅より：5分
● ゆりかもめ　有明駅へは
　新橋駅より：24分､豊洲駅より：6分

■会場(がん研究所03-3570-0542)へのアクセス
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特別発言
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参加費無料

13 ： 30 − 16 ： 30

日本対がん協会  会長
がん対策推進協議会　前会長
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UICC 世界対がんデー2015 公開シンポジウム

小学生のがん教育を考える



〒135-8550　東京都江東区有明3-8-31　　
公益財団法人がん研究会がん研究所交流センター内
UICC（国際対がん連合）日本委員会事務局
電話 ： 03-3570-0542　E-mail : uiccjapan@jfcr.or.jp

＊ 応募締切 ： 2015年 1月24日
＊ 参加可能な場合は、返信はいたしません。
＊ 応募に関する個人情報は、本シンポジウム以外に
   利用いたしません。
＊ 原則事前申込制とさせていただきますが、
   席に余裕がある場合は当日受付も行います。

http://www.jfcr.or.jp/UICC
 （公益財団法人がん研究会がん研究所内　UICC日本委員会事務局）

【メールの記入例】 【はがきの記入例】

宛　名

件　名

　 フリガナ
① 氏　　名
② 住　　所 （法人の場合は法人名・住所）

③ 電話番号
④ 参加人数
⑤ 性別･年齢
⑥ このシンポジウムの中で取り上げてもらい
　 たい問題がありましたら、ご記入下さい

　 フリガナ
① 氏　　名

② 住　　所
 （法人の場合は法人名･住所）

③ 電話番号

④ 参加人数

⑤ 性別･年齢

⑥ このシンポジウムの中で取り
 上げてもらいたい問題があり
 ましたら、ご記入下さい

FAX : 059-231-5012

FAX
送信方向

UICC（国際対がん連合）世界対がんデー
公開シンポジウム　参加申込書

応 募 方 法
FAX、はがき、またはメールに、住所･氏名･ふりがな･電話番号･
参加人数をご記入の上、下記の事務局宛にお送り下さい。
メールの場合は件名を「シンポジウム参加希望」としてください。
（申し込みが学校等法人の場合は、氏名欄に代表者名、住所欄には
法人名、法人住所･電話番号をご記入下さい）
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表　面 裏　面

シンポジウムの情報や
申込用紙のプリントは
ホームページからでもできます

参加費無料
一般の方歓迎
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〒514-8507 津市江戸橋2-174　　
三重大学 医学部公衆衛生学教室･疫学センター内
UICC（国際対がん連合）世界対がんデー公開シンポジウム事務局
電話 ： 059-232-1111（内線 6372, 6549）
E-mail : ecdc01@clin.medic.mie-u.ac.jp

ecdc01@clin.medic.mie-u.ac.jp




